
８2024年（令和6年）12月27日（金曜日）（第三種郵便物認可）
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釧路商工会議所

釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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当
所
の
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て
『
買
っ
て
撮
っ
て
く
し
ろ
を
盛
り
上
げ

る
！
〜
地
元
消
費
拡
大
レ
シ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〜
』
を
来
年
１
月

日
（
土
）
か
ら

２
月

日
（
月
・
祝
）
ま
で
実
施
す
る
。
初
の
試
み
と
な
る
『
買
い
物
レ
シ
ー
ト
応
募

型
』
の
地
域
還
元
事
業
で
、
地
元
店
舗
で
の
消
費
拡
大
を
後
押
し
す
る
た
め
多
く
の
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗林会頭（左）から表彰を受ける受賞者

◇ 月９日

販路拡大・磨き上げ研究会

地域の事業者が全４回の研修・個別相談

を通じて、自社商品のブラッシュアップ

やブランディングについて学びを深め

た。

◇１月 ～ 日

水産部会　水産養殖先進地視察

滋賀県や神奈川県にある水産施設を見学

し、先進地域の水産養殖やブランディン

グへの取り組みを学んだ。
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◇２月１日～

ＪＩＣＡベトナム国水産都市ダナンを

けん引する人材育成プロジェクト

３カ年にわたりダナン市の水産関連業界の

人材育成環境の整備を進めており、現地や

釧路市で研修を実施した。

◇７月９～ 日

根釧圏発展推進機構

札幌・東京要望

根釧地域の経済団体が札幌・東京の関係

省庁および国会議員などを訪問。地域の

実情を訴え、課題の早期解決を求めた。

◇８月 日

釧路川リバーサイド植栽事業

～くしろ川花の散歩道～(女性会)

釧路川左岸の築堤テラス（花壇）にサル

ビアなどを植栽し、彩りを添えることで

リバーサイドの景観づくりに寄与した。

◇９月 、 日

日本ＹＥＧ北海道ブロック大会

釧路大会(青年部)

年ぶりに釧路市で開催し、道内を中心

に会員ら約 0人が出席。式典後には分

科会、大懇親会が行われ、参加者は親睦

を深めた。

◇６月～

涼しい釧路プロジェクト

パネルの展示やオリジナル菓子の製作な

どを通じて『笑えるくらい涼しいまち』

釧路をＰＲした。今後もさらに全国へ広

めるため発信を続けていく。

◇７月 日

くしろウィンターパーク

日本商工会議所奨励賞を受賞

地域特性を活かして新たなツーリズム創

出を目指す本事業が、東京で行われた第

12回スポーツ振興賞表彰式で大賞に次ぐ

本賞を受賞した。

当所は大正 年 月 日に前身の釧路商業会議所として道内６番目に設立されて

から、本年で創立 0周年を迎えた。

月 日には記念式典や祝賀会を挙行し、多くの関係者と節目を祝ったほか、当

所活動や商工業の発展に貢献した方や事業所に対し感謝状を授与した。

また、100周年の節目に地域の未来を見据えた新たな事業として「釧路共助プロ

ジェクト〝ＫＣボード〟」や「涼しい釧路事業化プロジェクト」を構築。次なる

100年に向けて事業を展開していく。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ポ
ス
タ
ー
を
Ｐ
Ｒ
す
る
職
員

記念式典

祝賀会

表彰式

ＫＣボード記者発表
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本
事
業
は
、
地
域
の
支
え
に

よ
り
当
所
が
１
０
０
周
年
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
感
謝
を

込
め
て
実
施
す
る
も
の
で
、
消

費
が
落
ち
着
く
１
月
下
旬
か
ら

２
月
に
か
け
て
の
期
間
に
地
元

店
舗
で
の
消
費
拡
大
を
後
押
し

し
、
地
域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
期
間
中
に
参
加
店
舗
を
利
用

し
、
発
行
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
や

領
収
書
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
撮
影
し
て
応
募
す
る
と
抽

選
で
豪
華
賞
品
が
当
た
る
。

　
賞
品
は
、
特
賞
の
鶴
雅
鄙
の

座
ペ
ア
宿
泊
券
を
は
じ
め
、
旅

行
券
や
商
品
券
な
ど
、
合
計
約

７
０
０
本
（
総
額
約
３
５
０
万

円
分
）
で
、
地
元
店
舗
の
商
品

を
多
数
取
り
揃
え
て
い
る
。

　
応
募
方
法

は
、
当
所
の

Ｈ
Ｐ
（
下
記

Ｑ
Ｒ
）
内
に

設
置
さ
れ
る

応
募
フ
ォ
ー
ム
へ
必
要
事
項
を

記
入
し
、
レ
シ
ー
ト
や
領
収
書

を
１
枚
ず
つ
撮
影
し
た
画
像
を

送
る
。
応
募
期
間
も
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
期
間
と
同
じ
く
２
月

日

ま
で
。

　
１
口
５
０
０
０
円
で
、
１
回

で
２
口
以
上
ま
と
め
て
の
応
募

も
可
能
。
複
数
枚
の
レ
シ
ー
ト

を
合
算
す
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
１
回
に
送
れ
る
画
像
は
６

枚
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

　
参
加
店
舗
の
一
覧
は
、
当
所

Ｈ
Ｐ
に
公
開
し
随
時
更
新
す
る

ほ
か
、
期
間
中
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
登
録
店
舗
の
店
頭
に
も
表
示

を
行
っ
て
も
ら
う
。

　
当
所
で
は
「
地
域
住
民
や
会

員
企
業
へ
１
０
０
周
年
の
感
謝

を
込
め
て
実
施
す
る
の
で
、
積

極
的
に
参
加
し
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
な
お
、
参
加
店
舗
は
小
売
業

や
飲
食
店
な
ど
幅
広
い
業
種
で

募
集
し
て
お
り
、
申
し
込
み
期

限
は
１
月
５
日
（
日
）
ま
で
だ

が
締
め
切
り
以
降
も
登
録
可

能
。
登
録
で
き
る
店
舗
は
当
所

会
員
の
み
で
、
新
規
入
会
も
受

け
付
け
て
い
る
。

　
本
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
当
所
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
、
地

域
振
興
部
０
１
５
４
（

）
４

１
４
３
ま
で
。

　
『
第
１
６
９
回
日
商
簿
記
検

定
試
験
（
２
・
３
級
）
』
を
令

和
７
年
２
月

日
（
日
）
に
実

施
し
ま
す
。

　
受
験
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

１
月
６
日
（
月
）
〜

日
（
金
）

の
期
間
に
当
所
窓
口
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
現
金
書
留
に
よ
る

郵
送
（
期
限
内
必
着
）
の
い
ず

れ
か
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
受
験
料
は
２
級
５
５
０
０

円
、
３
級
３
３
０
０
円
（
税
込
）
。

　
詳
し
く
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ぺ

ー
ジ
ま
た
は
振
興
課
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
。

簿
記
検
定
で

ス
キ
ル
向
上
を

１
月
６
日
か
ら
申
込
受
付

　
当
所
（
栗
林
定
正
会
頭
）
で

は
『
令
和
６
年
度
永
年
勤
続
従

業
員
表
彰
式
』
を

日
（
金
）

午
後
２
時
よ
り
道
東
経
済
セ
ン

タ
ー
ビ
ル
で
開
催
し
、
被
表
彰

者
や
事
業
主
の
ほ
か
、
来
賓
と

し
て
鶴
間
秀
典
釧
路
市
長
、
釧

路
総
合
振
興
局
の

尾
充
産
業

振
興
部
長
が
出
席
し
た
。

　
本
表
彰
は
会
員
事
業
所
の
福

利
厚
生
の
一
環
と
し
て
当
所
が

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
会
員
の

企
業
・
団
体
に
５
年
以
上
（
男

性
は

年
以
上
）
勤
務
し
、
商

工
業
の
振
興
に
寄
与
、
ま
た
は

他
の
模
範
と
な
る
従
業
員
に
授

与
さ
れ
る
。

　
今
年
度
は
勤
続
年
数
５
年
が

３
人
、

年
９
人
、

年
１
人
、

年
２
人
、

年
４
人
、

年

以
上
が
６
人
の
合
計

人
が
受

賞
し
た
。
こ
の
う
ち
勤
続

年

以
上
の
被
表
彰
者
は
、
日
本
商

工
会
議
所
の
小
林
健
会
頭
と
栗

林
会
頭
の
連
名
で
の
表
彰
と
な

る
。

　
式
辞
で
栗
林
会
頭
は
「
長
年

に
わ
た
り
日
々
の
仕
事
に
真
摯

に
取
り
組
ま
れ
、
職
場
や
地
域

社
会
の
発
展
に
貢
献
い
た
だ
い

て
い
る
」
と
受
賞
者
へ
敬
意
を

表
し
「
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験

や
知
識
、
地
域
へ
の
愛
着
を
次

の
世
代
に
つ
な
ぎ
、
釧
路
の
明

る
い
未
来
を
創
造
す
る
た
め
に

お
力
添
え
を
い
た
だ
き
た
い
」

と
期
待
を
寄
せ
た
。

　
続
い
て
、
鶴
間
市
長
と

尾

部
長
が
祝
辞
を
述
べ
た
後
、
栗

林
会
頭
よ
り
一
人
ひ
と
り
に
表

彰
状
を
授
与
し
た
。

　
そ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し

て

年
表
彰
の
伊
藤
賢
治
さ
ん

（
綜
合
設
備
㈱
）
よ
り
「
激
励

の
言
葉
を
心
の
糧
に
さ
ら
に
精

進
し
、
会
社
や
地
域
経
済
の
発

展
の
た
め
努
力
し
て
い
き
た

い
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。


